
「
岡
目
一
目
」

　
「
天
下
大
乱
の
兆
し
」
な
ん

て
脅
す
気
は
な
い
が
、
ト
ラ
ン

プ
氏
ら
の
出
方
次
第
で
は
…

　

去
年
は
世
界
中
の
あ
ち
こ
ち

の
エ
ラ
イ
人
の
言
動
に
ビ
ク
ビ

ク
し
た
が
、
そ
ん
な
中
で
ノ
ー

ベ
ル
賞
の
大
隅
良
典
教
授
の
笑

顔
に
は
救
わ
れ
た
。

　

オ
ー
ト
フ
ァ
ジ
ー
と
や
ら
の

理
論
は
、
細
胞
が
自
分
の
中
の

不
要
に
な
っ
た
も
の
を
食
べ
て

生
き
続
け
る
シ
ス
テ
ム
で
、
医

学
の
進
歩
に
大
き
く
貢
献
す

る
。

　

受
賞
の
言
葉
が
良
か
っ
た
。

「
科
学
者
は
す
ぐ
に
何
か
の
役

に
立
つ
よ
う
求
め
ら
れ
て
い
る

が
、
基
礎
科
学
を
文
化
と
し
て

育
て
て
く
れ
る
社
会
で
あ
っ
て

ほ
し
い
」
と
。
文
化
！

　

コ
ツ
コ
ツ
と
顕
微
鏡
を
覗
き

続
け
た
人
は
、
今
ま
た
行
き
つ

け
の
居
酒
屋
で
研
究
者
仲
間
た

ち
と
楽
し
く
酒
を
飲
ん
で
い
ら

っ
し
ゃ
る
だ
ろ
う
か
。
飲
ん
で

も
飲
ん
で
も
減
ら
な
い
酒
「
オ

ー
ト
ド
リ
ン
ク
」
な
ん
て
で
き

な
い
も
の
だ
ろ
う
か
。
そ
し
た

ら
皆
で
文
化
と
し
て
育
て
た

い
。

　

科
学
は
原
爆
水
爆
を
作
り
、

自
ら
の
論
理
で
ど
ん
ど
ん
先
へ

進
ん
で
い
く
。
文
化
に
よ
る
歯

止
め
が
必
要
だ
と
思
う
。
天
下

大
乱
を
防
ぐ
た
め
に
も
。

　
　
　
　
　
〈
ガ
ン
モ
ン
モ
筆
〉

　
（
一
社
）
高
山
市
文
化
協
会
で

は
、
毎
年
テ
ー
マ
を
変
え
て
郷
土

に
関
す
る
特
別
展
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

　

今
回
は
、
飛
騨
高
山
ま
ち
の
博

物
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
高
山
市

指
定
文
化
財
「
角
竹
郷
土
史
料
文

庫
」
か
ら
、
生
活
に
関
す
る
資
料

を
お
借
り
し
て「
ひ
だ
の
生
活
展
」

を
開
催
し
ま
す
。

［
暮
し
］

　

娯
楽
や
興
行
、
相
撲
、
祭
り
な

ど
と
い
っ
た
、
生
活
を
楽
し
む
姿

を
紹
介
し
ま
す
。

［
商
い
］

　

観
光
や
広
告
、
商
業
の
記
録
な

ど
、
生
活
を
支
え
る
町
の
姿
を
紹

介
し
ま
す
。

［
風
土
］

　

名
所
や
、
山
岳
、
地
図
な
ど
、

生
活
を
取
り
巻
く
環
境
を
紹
介
し

ま
す
。

●干支「酉」

●歌会始「野」

●ヤングチャレンジ部門

◇天位　「鶏舎」　　　　　星文達守（大新町2）
◇地位　「金鶏城」　　　　野澤竜弥（冬頭町）
◇人位　「軍鶏」　      　　下会所健三（下林町）
◇飾物同好会賞
　　　　「酉の群れ」　　　三川　博（三福寺町）
◇佳作　「にわとりの親子」   にんじん会（天満町1）
　　　　「尾長鶏」　　　　小鳥比乃（大新町2）　　

◇天位　「夢は枯野を…」 　 蓑田祐三（天満町6）
◇地位　「野良仕事」 　　   吉井正郎（八幡町）
◇人位　「野外劇場」
　　　　　  八幡鳳凰台組飾り物同人（大新町）
◇佳作　「野帳」　      　　倉坪哲也（上一之町）
　　　　「野牛」　      　　若田義隆（大新町1）
　　　　「野みちを行けば」 　長瀬力造（石浦町3）

◇入賞　「ミミズを運ぶトリ」 　  阪本百花（飛騨高山高校）
　　　　「親子の行進」　　　  　福田衣里・森田美紀（高山西高校）
　　　　「酉の刻・扇の的」 　　  　田堀はるか（高山西高校）
　　　　「2羽鳥」 　　　　　  　建石優歌・中村真依（高山西高校）
　　　　「啄む」 　 　　　　　　中谷佳那子（斐太高校）
　　　　「トリ」 　 　　　　　　瀨上京介（斐太高校）

　1月13日（金）～15日（日）に開催した「新春飾り物展」には、多数の皆様に
ご来場いただきました。ありがとうございました。審査結果は次のとおりです。　  
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （敬称略）

新春飾り物展平成29年

（
一
社
）高
山
市
文
化
協
会
加
盟
団
体

文
化
協
会
後
援
催
事
案
内

特
別
展

『
歌
川
広
重
　
名
所
江
戸
百
景
展
』

◇
日
時　

二
月
二
十
七
日
（
月
）

　

～
六
月
十
一
日
（
日
）　

午
前

　

十
時
～
午
後
五
時（
水
曜
休
館
）

◇
会
場　

光
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
光

　

記
念
館
）（
中
山
町
）

◇
料
金　

入
館
料
が
必
要

　

む
か
し
の
飛
騨
の
生
活
に
は
、

現
代
に
残
さ
れ
た
風
習
も
あ
れ
ば

忘
れ
去
ら
れ
た
も
の
も
あ
り
ま

す
。
そ
う
し
た
風
習
を
思
い
起
こ

す
機
会
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。
ご

来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◇
日
時　

二
月
十
八
日
（
土
）・

　

十
九
日
（
日
）　

午
前
十
時
～

　

午
後
五
時
（
最
終
日
は
午
後
四

　

時
ま
で
）

◇
会
場　

文
化
会
館
三
階
講
堂

◇
入
場
無
料

天位「夢は枯野を…」

平成30年の干支は「戌」、歌会始のお題は「語」です。皆様の応募をお待ちしています。

第
三
回 

高
山
市
文
化
協
会
特
別
展

２
月
18
日
土
・
19
日
日 

開
催

「
ひ
だ
の
生
活
展
」

天位「鶏舎」

七夕祭りの様子

白真弓肥太右エ門の錦絵



「
力
強
さ
と
艶
や
か
な
音
色
の
津

軽
三
味
線
、弾
い
て
み
ま
せ
ん
か
」

　

私
ど
も
の
会
は
、日
ご
ろ
の
練

習
の
成
果
を
、高
山
文
化
フ
ォ
ー

ラ
ム
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な

場
で
発
表
し
て
い
ま
す
。

　

飛
騨
高
山
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ

ン
で
は
、千
光
寺
山
門
前
に
て
リ

ズ
ミ
カ
ル
な
三
味
線
を
演
奏
し
、

ラ
ン
ナ
ー
に
声
援
を
送
り
ま
す
。

ま
た
、
高
山

陣
屋
の
大
広

間
に
て
行
わ

れ
る
邦
楽
演

奏
会
に
、
毎

年
参
加
し
て

お
り
ま
す
。

　

盛
夏
に
な

り
ま
す
と
、

陣
屋
前
広
場

や
各
町
内
の
盆
踊
り
会
場
へ
、高

山
音
頭
会
の
皆
様
方
と
馳
せ
参

じ
ま
す
。様
々
な
民
謡
、高
山
音

頭
、ひ
だ
や
ん
さ
、ぼ
ん
ぼ
り
と

浴
衣
が
、高
山
の
夏
の
夜
を
彩
り

ま
す
。

　

ス
ス
キ
の
穂
が
揺
れ
る
こ
ろ

に
は
、飛
騨
の
里
で
外
国
人
も
交

え
て
民
謡
公
演
を
行
い
、国
際
交

流
の
輪
を
広
げ
ま
す
。小
学
校
の

運
動
会
で
も
三
味
線
の
演
奏
を

行
い
、伝
統
芸
能
の
継
承
を
子
供

た
ち
の
心
に
訴
え
か
け
ま
す
。

　

文
化
協
会
の
初
心
者
講
座
に

も
協
力
し
て
お
り
、無
料
の
三
味

線
初
心
者
講
座
を
開
い
て
い
ま

す
。物
置
で
眠
る
細
竿
を
手
に
、

一
緒
に
始
め
て
見
ま
せ
ん
か
。藤

泉
会
一
同
、皆
様
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

「
日
本
の
伝
統
文
化
で
あ
る
お
花

を
い
け
て
み
ま
せ
ん
か
」

　

華
道
家
元
池
坊
で
は
、飛
騨
地

域
だ
け
で
三
百
数
十
名
の
方
が
、

楽
し
く
活
花
を
学
ん
で
お
り
、そ

の
成
果
を
年
に
一
度
、高
山
市
民

文
化
会
館
で
開
催
す
る
「
池
坊
花

展
」で
披
露
し
て
い
ま
す
。

　

池
坊
に
は
、「
枯
れ
た
花
に
も

は
な
が
あ
る
」と
い
う
言
葉
が

あ
り
ま
す
。一
輪
の
花
、一
枝
、

一
葉
の
命
を
大
切
に
、五
百
五

十
五
年
の
歴
史
と
伝
統
を
積
み

重
ね
、現

在
ま
で

続
い
て

い
ま
す
。

私
た
ち

は
、華
道

を
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、人
格

の
向
上
と
教
養
が
高
ま
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

今
年
六
月
に
、池
坊
の
歴
史
を

描
い
た
映
画
「
花
戦
さ
」が
公
開

さ
れ
ま
す
。野
村
萬
斎
、市
川
猿

之
助
、中
井
貴
一
ら
が
出
演
す
る

こ
の
映
画
は
、秀
吉
の
乱
心
に
よ

り
命
を
落
と
し
た
千
利
休
ら
の

無
念
を
、初
代
池
坊
専
好
が「
刃
」

で
は
な
く
「
花
」で
仇
討
ち
す
る

姿
を
描
き
ま
す
。ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　

玄
関
に
、リ
ビ
ン
グ
に
花
が
あ

る
っ
て
い
い
で
す
ね
。伝
統
文
化

で
あ
る
い
け
ば
な
を
、皆
さ
ん
一

緒
に
い
け
て
み
ま
せ
ん
か
。楽
し

い
で
す
よ
。

問
い
合
せ　

32-4539

淺
野
ま
で

【 

現
代
津
軽
三
味
線
徳
山
流
藤
泉
会
】

【 

華
道
家
元
池
坊
斐
太
支
部
】

文
化
協
会

加
盟
団
体
紹
介

会
主

徳
山
藤
泉

支
部
長

淺
野
晶
子

文
化
協
会

加
盟
団
体
紹
介

文化フォーラム2016にて文化フォーラム2016にて


